
球

満

蒙

の

農

業
節
二
番

節
二
班

三

八

四
二

二

滴
蒙
の
耕
地

露
に
満
蒙
ビ
い
ふ
の
は
蒲
洲
即
ち
政
治
上
の
東
二
膏

ビ
其
の
西
に
接
壊
す
る
栗
部
内
蒙
古
如
ち
通
常
暫
里
木
.

卓
素
因
'
昭
烏
蓮
F
錫
林
郭
勤
を
絶
綱
す
る
兼
四
盟
の

中
未
だ
満
州
の
各
省
に
編
入
せ
ら
れ
な
い
地
域
を
併
せ

た
も
の
を
指
す
の
で
あ
る
｡
東
三
省
の
面
積
は
猫
餓
調

査
課
が
種
々
の
原
櫨
を
比
較
封
昭
℃

て
統

7
し
た
も
の

に
按
れ
ば
六
四
二
五
三
方
異

同
じ
-
兼
部
内
蒙
古
が

f
〇
二
ハ
八
方
里
で
あ
っ
て
之
を
谷
し
て
所
謂
満
蒙
は

七
四
四
二

山
方
里
の
儀
表
を
有
す
る
が
此
中
で
耕
地
は

凄
ビ
し
て
松
光
江
遼
河
の
流
域
を
占
め
束
三
省
で

二
二

四
〇
〇
八
〇
〇
町
歩
東
部
内
蒙
古
で
二
五
六
四
〇
〇
〇

町
止グ
外
に
可
脚
の
未
開
朝
地
が
満
蒙
を
浦
2じ
て
約

7
千

田

中

秀

作

常
町
歩
程
あ
る
｡

新
地
に
適
す
る
土
性
は
大
部
分
洪
積
層
}J
沖
積
層
だ

で
あ
る
が
北
浦
地
方
に
は
概
し
て
腐
植
贋
の
粘
土
が
多

-
商
浦
地
方
に
は
風
成
土
tJ
る
黄
土
を
泥
ず
る
土
壌
が

多
い
是
等
は
地
方
に
よ
っ
て
其
の
性
質
を
異
に
し
て

7

校
に
論
ず
る
こ
と
は
出
凍
な
い
が
北
浦
の
は
有
機
物
に

富
み
南
満
の
は
煉
物
質
に
富
む
ア
〝

カ
リ
性
土
壌
が
多

い
前
者
は
容
赦
の
栽
培
に
通
し
後
者
は
豆
類
の
栽
培
に

適
し
て
ゐ
る
'
次
に
束
部
内
蒙
古
地
方
は
概
し
て
砂
質

土
旗
に
富
み
其
の

1
部
に
は
砂
土
地
も
あ
る
が
基
は
約

叫
割
内
外
に
過
ぎ
L･4
い
か
ら
此
の
方
面
も
地
塊
は
概
し

て
良
好
ビ
い
ふ
こ
亡
が
出
来
る
｡

二
ー
気
象

7
斑



溝
毅
は
乗
候
が

叫
股
に
大
陸
的
で
あ
る
か
ら
夏
冬
の

気
組
の
較
差
が
大
き
-
殊

に
冬
季
に
於
で
は
窺
魔
の
配

龍
上
北
両
部
蒙

董
向
原
方
面
に
高
来
魔
を
撃

札
束
支
那

揮
附
鑑
に
低
束
魔
を
生
す
る
を
常
ビ
す

る
上
に
此
の
高

低
南
東
魔
の
傾
皮
が
頗
る
大
ど
な
っ
て
北
酉
風
が
申
越

し
で
気
温
を
低
下
し
五

つ
温
度
を
小
指
ら
し
め
る
即
ち

北
部
で
は
峯
下
三

〇
度
乃
至
四
〇
度
南
部
で
も
零
下
二

〇
度
内
外
に
降
る
二
だ
が
あ
る
｡
か

,
る
時
期
が
割
合

に
長
-
毎
年
十
月
の
下
旬
か
ら
翌
年
四
月
の
初
旬
填
ま

で
は
薦
-
併
し
四
五
月
境
か
ら
九
､十
月
頃
ま
で
の
間
は

同
緯
度
の
日
本
内
地
各
地
の
平
均
気
挽
よ
-
高
温
で
之

が
満
蒙
に
於
け
る
作
物
生
育
期
間
で
あ
る
が
春
期
気
組

の
上
昇
が
比
較
的
に
遅

い
の
き

秋
期
窓
先
の
艶
雑
が
俄

か
で
あ
る
革
質
は
作
物
生
育
の
期
間
中
藤

小
す
る
嫌
が

あ
る
故
に
農
業
に
使
用
せ
ら
る
､
口
頻
は
約

一
五
〇
乃

至
二
〇
〇
ĴJ
私
腹
し
得

べ
-
作
物
の
中
で
も
比
較
的
生

育
の
早

い
種
壇
が
選
ば
れ
て
ゐ
る
､
次
に
浦
洲
で
七
八

両
月
を
雨
期
ビ
し
六
九
雨
月
に
少
最
の
降
雨
が
あ
り
十

月
か
ら
翌
年
五
月
頃
ま
で
は
殆
ん
.I,,,
快
晴
が
商

い
で
乾

期
ビ
な
る
の
が
常
で
あ
る
'
而
し
て
年
開
畳
は
各
地
を

満

蒙

の

肱

菓

寧
均
し
た
所
で
六
〇
〇
柁
乃
至
七
〇
〇
粍
で
日
本
内
地

の
中
庸
の
約
三
分

の
1
に
過
ぎ
な
い
が
作
物
の
礎
膏
に

は
不
足
だ
い
ふ
ま
で
に
は
至
ら
な
い
､
殊
に
七
八
両
月

の
生
育
最
も
盛
な
る
時
に
多
-
降
-
九
'
十
月
頃
の
給

電
収
獲
の
時
期
に
快
晴
が
薦
-
の
･は
溝
洲
の
虚

業
上
有

利
な
鮎
で
あ
る
〇

三
ー
主
要
農
産
物

満
蒙
の
土
煙
及
び
気
象
が
以
上
の
如
-
で
ぁ
る
か
ら

■

大
髄
に
於
で
農
耕
に
適
し
普
通
の
湿
潤
作
物
は
概
し
て

髄
-
生
育
す
る
今

立
要
農
産
物
を
蓉
げ
ろ
ビ
左
の
や
う

で
あ
る
｡

大
豆
は
清
洲
農
産
物
の
太
宗
で
奉
天
膏
林
の
金
省
果

報
江
省
の
南
部
に
亙
-
山
地
丘
陵
地
を
除
-
外
は
普
-

栽
培
せ
ら
れ
其
の
作
付
反
別
約
二
〇
〇
番
町
歩
年
産
額

約
二
四
〇
〇
常
石
に
及
び
商
滞
六

〇
移
北
林
四
〇
錘
の

制
令
で
あ
る
O
就
中
関
原
の
東
方
の
所
謂
東
山
地
方

即

ち
西
濃
閣
安
来
豊
.
海
寵
'
輝
南
等
の
各
棟

一
帯
の
高

原
､
長
春
を
中
心
ビ
す
る
旅
樹
､
伊
迫
'
慶
安
､
檀
悪

懐
徳
の
各
騒
班
に
喰
爾
賓
を
を
中
心
ビ
す
る
呼
蘭
.
拒

ま

れ

E
)≡



地

球

倫
.
巴
貰
､
萩
化
の
各
棟
地
方
は
其
の
質
に
於
で
も
蚤

に
於
で
も
他
の
地
方
の
産
に
優

っ
て
ゐ
る
.
大
豆
は
大

別
し
て
黄
鹿
又
は
元
瓦
､
帝
京
､
黒
豆
等
ビ
し
其
の
澱

も
普
通
な
の
は
倉
油
量
が

7
形
乃
至
二
〇
Sh.あ
る
輩
豆

で
搾
油
用
.
食
用
等
は
勿
論
其
の
豆

油
は
更
に
各
種
工

業
原
料
食
料
等
ビ
し
二
見
粕
は
肥
料
家
畜
飼
料
AIJ
し
て

世
鼎
的
の
,商
品
!̂J
な
っ
て
ゐ
る
.
満
洲
は
世
界
の
大
豆

産
地
如
ち
支
那
'
日
本
'
朝
鮮
等
の
中
朝
首
位
に
あ
-

世
鼎
の
組
産
額
の
中
の
約
六
六
%
を
占
め
て
ゐ
る
溝
鰯

の
調
査
に
よ
れ
ば
備
洲
大
藩
.の
地
方
滑
薯
棚
三
八

〇
苗

石
播
種
用

二

一∩
前
石
春
満
各
池
坊
に
於
け
る
搾

油
用

7
二
〇
〇
番
石
大
豆
の
俵
の
輸
出
高
七
〇
〇
前
石
で
あ

る
0
大
豆
の
集
散
地
は
大
連
長
春
開
原
'
恰
爾
賓
､
港

口
p
安
東
等
で
あ
る
が
大
連
は
北
方
の
出
口
浦
港
4J･J
和

封
晒
し
て
東
洋
に
於
け
る
大
豆
及
び
其
の
系
統
晶
の
大

中
心
市
場
で
あ
る
｡

高
梁
も
亦
北
支
那
満
蒙

7
股
に
産
す
る
も
の
で
本
名

は
覇
黍
で
高
堪
紅
虎
等
博
之
が
俗
桝
で
あ
る
其
の
成
長

す
る
や
輩
梓
の
高
さ

]
東
四
五
尺
に
連
す
遼
東
の
山
地

及
..び
北
蓮
の
新
開
地
ガ
を
除
い
て
到
る
塵
に
之
を
蕗
し

訴

二

審

節
二
駄

77ZE
O

出
払

其
の
魔
節
約
三
六

〇
〇
常
石
西
南
滞
七

〇
頭
北
浦
三
〇

%
の
･制
令
で
あ
る
.
高
塊
に
雅
称
の
二
柿
が
あ
り
p
価

の
中
で
は
農
務
子
ビ
蛇
眼
高
染
ビ
が
大
部
を
古
め
'
是

等
は
精
白
し
飯
に
炊
い
て
常
食
t･J
な
し
､
又

i
種
の
焼

酎
高
染
酒
を
幣
造
馬
糧
に
も
供
す
其
の
薬
種
は
鹿
家
の

燃
料
建
築
材
料
ア
ン
ベ
ラ
輝
等
用
絵
が
贋
-
近
時
は
又

製
紙
用
バ
ル
ブ
を
得
る
こ
ど
も
研
究
せ
ら
れ
た
｡

粟
は
穀
子
或
は
谷
子
ど
も
捕
せ
ら
れ
其
の
精
白
し
た

の
を
小
米

ビ
押
し
高
梁
だ
共
に
韮
な
る
常
食
の
料
で
あ

る
年
産
額
約
三
〇
〇
〇
常
石
内
筒
満
的
五
七
錘
北
浦
約

四
三
形
で
あ
る
｡

玉
萄
黍
は
通
邦
を
包
米
ĴJ
い
ふ
硫
楠
の
地
に
も
よ
-

生
育
す
る
の
で
山
勝
ち
の
地
方
で
も
贋
-
栽
培
せ
ら
れ

薬
包
米
白
包
米
の
二
種
が
あ
る
就
中
前
者
が
普
通
で
之

を
挽
き
割
っ
て
小
豆
旅
立
等
を
卸

へ
粥
}J
し
て
常
食
に

し
又
製
粉
の
面

に
供
し
高
梁
酒
醜
造
の
時
の
混
食
原
料

亡
も
な
-
.
梓
は
燃
料
に
供
せ
ら
れ
る
産
額
約

二

〇

〇
甫
石

で
内
海
購
入
玉
露
北
浦

叫
五
%
の
制
令
で
あ

る

小
変
は
束
候
の
関
係

上
南
満
洲
に
は
産
額
少
き
も
北

蒲
柳
地
上力
に
は
多
-
栽
培
せ
-
れ
+
ハ豆
に
劃
し
て
組
奴
的



上
重
婁
親
せ
ら
れ
ゐ
る
､
iii産
地
は
寧
安
､
伯
都
鍋
､

恰
爾
第
二

二
姓
､
遮
酉
等
の
各
地
方
で
品
種
に
は
火
教

子

､
洋
教
子
､
冬
静
子
~
大
浦
だ
兄
が
あ
-
来
観
産
等

に
比
し
品
質
劣
ら
ず
壬
w
tし
て
製
粉
の
料
に
供
せ
ら
れ

産
額
は
約
八
〇
C
高
石
内
筒
浦
三
〇
露
北
猫

一
〇
錫
の

比
空
ホ
し
て
ゐ
る
P
陸
稲
は
宙
-
よ
-
栽
培
せ
ら
れ
品

種
金
線
桃
子
,
発
頭
兄
雅
子
､
大
育
毛
輝
子
､
紅
毛
聴

子
等
が
あ
る
北
緯
四
五
位
以
閥
の
各
地
即
ち
商
は
関
東

州
よ
り
北
は
竃
棒
省
五
常
､
檎
樹
の
各
鱗
に
及
び
東
は

輯

嚢
腫
よ

-
西

は

夜

中

榛
に
及
び
中
に
も
蔑
陽
.
播
暢

海
域
･
復
･
餓
嶺

開
原
､
絃
庫
､
就
農
､
西
軍

柳

河
､
伊
通
の
語
順
を
其
の
蓬
産
地
だ
し
年
産
額
約
三
〇

〇
商
石
南
溝
地
方
が
大
部
分
を
占
め
て
ゐ
る
｡
次
に
水

稲
の
栽
培
は
極
め
て
新
し
-
四
五
十
年
楽
の
こ
/̂J
で
初

は
鴨
線
江
を
渡

っ
て
満
洲
に
入
っ
た
鮮
人
が
従
妹
新
作

不
純
の
温
地
だ
し
て
撃

L
ゝ
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
土
地

を
利
用
し
で
ふ

規
模
に
潜
ん
で
ゐ
た
が
次
籍
に
鴨
紙
江

の
下
中
華

間
島
地
方
.
さ
て
は
揮
河
洗
域
の
新
民
附

鑑
か
ら
北
は
兼
山
地
方
の
柳
河
､
渥
能
の
蒲
焼
に
及
ん

だ
,
妹
に
最
近
に
至
っ
て
猫
餓
魯
酢
の
研
究
奨
励
に
土

浦

崇

の

艦

難

っ
て
奉
天
､
撫
順
､
暫

岡
予
1
枚
掛
ー
瓦
緋
背
の
各
地

方
に
水
田
が
開
け
て
凍
た
が
ま
だ
現
在
の
所
で
は
作
骨

段
別
桟
約

1
番
町
歩
で
年
産
額
は
六
七
十
嵩
石
に
過
ぎ

t･5
い
が
盛
年
増
加
の
傾
向
で
あ
る
､
品
種
は
立
だ
し
て

朝
鮮
の
在
雑
種
を
移
植
し
た
も
の
で
あ
る
が
､
滞
餓
農

事
試
験
場
で
は
日
本
の
東
北
地
方
産
の
亀
の
尾
､
早
生

大
野
等
試
作
し
て
成
績
の
良
好
な
る
を
認
め
是
等
の
中

か
ら
純
型
分
離
法
に
よ
っ
て
満
蒙
の
風
土
に
通
す
る
優

良
品
種
,哲
背
成
し
て
ゐ
る
､
而
し
て
今
や
溝
洲
の
沃
野

は
勿
論
凍
部
内
豪
富
で
も
白
膏
他
投
地
力
等
に
水
田
を

開
い
て
稲
作
に
成
功
し
っ
～
あ
る
.
満
蒙
を
通
じ
て
今

後
開
田
の
鹿

込
め
る
商
積
は
五
〇
萌
町
歩
乃
至

○

○

萌
町
歩
だ
推
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
'
唯
水
田
だ
し
て
の
詫

要
な
要
件
は
湛
蹴
り
俊
だ
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
が
惜

し
い

こ
と
に
は
商
清
洲
の
動
脈
た
る
遮
河
は
水
量
が
乏
し
く

て
僚
口
は
勿
論
郵
家
中
以
下
の
各
河
港
問
の
水
蓮
七
さ

へ
芸
文

へ
る
ど
い
ふ
有
様
で
あ
る
･
そ
こ
で
最
近
国
際

的
に
設
立
せ
ら
れ

密
口
に
本
部
を
有
す
る
蛮
河
工
程
局

(L
i
a.
R
i
yer
C
o
n
s
e
-V
an
Cy
)
は

1
万
に
於
で
下
流
地

方
の
分
流
を
減
じ

て
水
畳
を
本
流
に
免
申
し
'
盛
ん
に

言
a

.I

田
五



地

球

汲
操
を
行
ひ
河
道
の
屈
曲
を
な
-
す
る
席
に
成
る
ペ
′
り

7
庶
線
の
運
河
を
以
て
之
を
連
ね
る
ビ
共
に
他
方
で
は

洗
域
の

各地
に
数
FLilの
貯
水
池
を
設
け
て
水
を
保
存
し

以
て
遼
河
の
水
源
か
･,酒
巻
し
交
通
の
俊
を
計
る
の
ど
舶

侯

っ
て
湛
減
面
積
の
曙
加
を
企
て
て
ゐ
る
'
其
の
下
流

の
唆
捉
尊
は
英
観
の
捜
師
が
産
E
L
で
之
に
常
-
上
流

地
方
の
運
河
'
貯
水
池
の
土
木
事
業
は
日
本
の
岡
崎
工

率
博
士
望
,J
が
設
計
し
甑
に

7
昨
年
頃
か
ら
起
工
せ
ら

れ
て
ゐ
る
'
政
の
大
土
木
工
事
は
蓬
ビ
し
て
在
支
那
列

国
外
交
樹
の
督
促
に
よ
っ
て
弗
め
ら
れ
民
団
政
府
が
澄

E3
港
に
敷
け
る
開
税
収
入
基
地
を
以
て
握
選
に
充
て
る

も
の
で
之
が
完
成
し
た
ら
恕
河
の
水
道
に
貫
戯
す
る
の
.

は
勿
論
同
河
洗
域
の
水
田
事
業
は
森
有
望
ビ
な
る
で
あ

ら

^
フ

0
以
上
の
外
相
常
の
産
報
を
有
す
る
も
の
に
小
豆
､
音

溝
.
栗
東
､
黍
'
大
変
､
小
変
､
撒
穿
､
稗
'
馬
鈴
薯

各
種
果
樹
蒲
薬
類
等
が
あ

F,'
特
用
農
産
物
と
し
て
は

大
麻
.
青
施
.
胡
麻
､
蒐
施
､
煙
草
､
西
瓜
緋
､
埴
光

正
'
甜
菜
等
が
あ
る
就
中
大
麻
'
斉
藤

年
産
額
四
千

諏
斤
煙
草
は
五
千
苗
斤
を
出
し
､
別州
兼
は
最
近
移
楯
せ

夢
二
各

節
こ
髄

毒
)

四
光

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
ま
-
満
洲
の
風
土
に
適
愈
し
製

糖
原
料
}J
し
て
勝
雑
を
燭
目
せ
ら
れ
て
ゐ
る
｡

四
ー
農
村
の
状
態

満
蒙
の
農
業
的
開
蟹
は
速
-
泰
漢
の
舌
に
始
ま
-
I

常
時
南
部
地
方
に
は
既
に
遼
来
'
政
商
等
の
諸
郡
が
乾

か
れ
扶
族
が
移
任
し
凍

っ
て
土
地
を
閲
を
し
農
耕
其
他

の
生
業
に
就
い
た

主
は
古
史
に
明
か
で
あ
る
｡
其
の
後

も
時
に
滑
長
こ
そ

あ
れ
支
那
本
部
方
面
か
ら
漢
旗
の
農

民
が
流
入
し
て
開
教
を
療
け
て
雑
た
が
活
初
に
な
っ
て

土
着
の
満
洲
旗
が
故
土
を
容
し
-
し
て
中
原

へ
出
づ
る

も
の
多
-

Z
方
で
は
清
朝
が
所
謂
封
禁
に
よ
っ
で
操
の

の
入
蒲
を
取
締
っ
た
の
で

1
時
田
園
が
深
層
し
た
こ
ど

も
あ
っ
た
'
併
し
英
の
禁
制
も
後
に
は
名
の
み
ど
な
-

又
清
朝
も
政
兼
を
慶
安
し
て
之
を
解
き
更
に
数
回
も
招

民
命
を
馨
し
た
の
で
撲
族
の
農
業
的
移
入
は
年
々
増
加

す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
｡
か
-
し
て
現
在
出
凍
て
ゐ

る
農
相
の
起
源
は
次
の
三
に
大
別
す
る
こ
亡
が
出
凍
る

i
満
蒙
在
衆
の
土
着
民
即
ち
満
洲
旗
及
び

1
部
の
表
音

朕
又
は
舌
-
よ
rJl
の
洗
<
の
流
民
が
各

Z
旗
だ
共
に
慮



意
の
地
に
定
着
し
て
部
落
を
･成
し
濫
村
を
潜
ん

だも
の

1
清
朝
に
な
っ
て
か
ら
各
種
の
招
民
令
に
依
っ

て中
細

よ
-
撲
旗
が
圃
憶
的
に
移
住
し
雑
-
府

の
漁
足
し
た
地

協

に
農
村
を
作
っ
た
も
の
､
三
瓶
洲
の
守
備
に
駐
屯
せ

し
め
ら
れ
た
支
那
の
官
兵
が
其
の
食
を
得
ん
が
虜
に
屯

田
し
た
も
の
又
は
其
の
駐
屯
地
附
近
に
流
民
を
集
め
て

部
落
を
作
-
之
を
農
相
だ
成
し
た
も
の
'
即
ち
是
で
乱

ち
.
是
等
の
廃

村
は
所
謂
屯
又
は
骨
で
揮
す
る
も
の
で

其
の
形
式
は
多
-
の
農
家
が

1
箇
所
に
群
集
し
其
の
附

近
に
耕
地
を
控
え
て
ゐ
る
集
圃
型
だ

二

一月
乃
至
敷
戸

づ
～
各
地
に
散
新
し
で
各
日
其
の
住
宅
の
間
園
に
耕
地

を
所
有
す
る
荘
宅
型
と
の
二
種
が
あ
る
が
馬
賊
基
地
の

塑
殊
に
備
ふ
る
虜
中
流
以
上
tjT
鹿
家
は
周
園
に
豊
岡
な

石
垣
叉
は
土
壁
を
繰
ら
す
か
又
は
土
造
'
石
造
著
し
-

は
煉
瓦
造
の
頑
丈
な
家
屋

い
各
虜
を
外
廓
ビ
し
て
其
中

央
に
院
子
ビ
粥
す
る
頗
庭
を
楠

へ
る
を
常
ビ
し
て
ゐ
る

毎
月
の
新
作
両
指
は
小
農
で
我
が
六
段
か
ら
二
十
町
ま

で
中
農
で
二
十
町
以
上
四
十
町
ま
で
大
農
は
四
十
町
以

上
で
時
に
千
五
有
町
を
超
え
る
も
の
-

あ
る
随

っ
て
概

し
て
粗
放
的
な
る
を
免
れ
ぬ
p
緯
密
の
方
法
は
自
作
農

瓢

狂

句

段

糞

小
作
鹿
の
二
か
あ
る
JL刷
新
は
其
の
家
族
及
他
よ
-
戯
業

苦
カ
を
雇
傭
し
て
新
作
す
る
-
の
.
後
者
に
其
の
小
作

機
を
子
哉
代
々
僻

へ
る
永
租
と

1
年
乃
至
九
年
の
期
限

付
の
E･罫
に
租
}J
揮
す
る
も
の
ど
が
あ
る
J-
其
小
作
料
は

勿
論
地
方
の
事
情
.
土
地
の
肥
特
等
に
よ
っ
て

一
様
で

は
な
い
が
各
版
乾
物
の
二
奏

の

1
乃
至

赤

臥

l
を
普

通
ビ
し
別
に
銀
鍋
だ
い
ふ
て

一
天
地
即
ち
我
が
約
六
段

に
射
し
サ
元
乃
至

ニ
ー
元
を
納
め
る
も
の
も
あ
る
.

農
民
の
紐
解
状
鰭
は

l
人
常
6H

ヶ
年
の
生
計
避
各

費
目
を
食
し
て
平
均
七
輪
六
圏
際
ど
い
ふ
極
め
て
低
放

な
生
酒

を

し

て

ゐ
る
制
令
に
は
収
入
が
多
-
家
族
十

人
の
中
農
に
て
約
二
十
町
歩
を
新
作
す
る
自
作
農
は
年

純
益
千
六
掬
鎗
園
､
家
族
七
人
に
て
同
上
の
面
積
の
小

作
農
は
年
純
益
式
..Fiii塵
給
除
閲
を
摩
げ
る
こ
て
に
な
る

(満
城
の
調
査
に
接
る
義
への
,他
の
階
故
で
も
概
し
て
其

の
壁
活
程
皮
t
F比
し
て
利
得

LL･..多
い
や
-
で
あ
る
が

1

鹿
に
農
地
の
分
配
が
頗
る
不
平
均
で
あ
る
上
農
相
に
於

け
る
金
融
機
関
が
不
備
な
虜
に
大
農
を
し
て
益
土
地
兼

併
の
弊
を
増
長
せ
し
め
大
多
数
の
下
級
農
民
は
僅
か
に

衣
食
住
の
料
を
得
る
に
過
ぎ
な
い
状
態
で
あ
る
O

詩
l.)1

四
七



.･･Ir､.
:??:l

語

蓋
し
虚
は
満
蒙
損
済
界
の
基
櫨
で
あ
っ
て
満
城

を
始

め
滞
豪
に
於
け
る
各
域
遭
其
他
の
淀
翰
成
東
は
勿
静
各

種
の
商
工
業
の
如
き
は
基
の
根
源
を
腰
に
置
か
な
い
も

の
は
な
い
ぐ
以
上
述

べ
た
内
ii壷

農
産
物
た
る
大
豆
.

高
染
､兼
､
玉
凝
黍
'
小
変
の
魔
術
は
食
し
て
的
九
千
苗

種
石
で
基
地
の
雅
殻
を
加

へ
る
ビ
約

叫
億
石
に
達
し

叫

石
を
平
均
姶
園
と
偶
足
し
て
も
凡
そ
捨
暗
闘
の
生
産
萌

が
あ
る
評
で
あ
る
'
薄
絹
の
専
門
家
の
説
れ
よ
れ
ば
之

は
今
後
土
地
の
由

梨
､
治
水
土
木
事
業
進
捗
及
び
腰
革

の
改

良
増
殖
等
に
よ
と

二
値
約
塵
拾
倍
閲
･/J
す
る
の
は

至
難
で
は
な
い
k
J
の
こ
と
で
あ
る
D

期
の
加
-
満
蒙
は
耽
罪
有
数
の
虚

底
地
で
あ
る
か
ら

満
城
愈
融
は
夙
に
農
務
韻
を
設
け
て
調
査
研
流
を
な
し

曲戊
事
試
瀞
場
､
苗
圃
.
試
作
場
等
を
各
地
に
配
慮
し
て

之
が
聴
蓮
を
促
進
し
p
東
上
農
産
物
利
用
の
方
面
に
親

で
は
中
火
試
験
所
に
於
で
研
究
を
進
め
各
種
虚
業
家
に

適
切
な
る
参
考
発
揮
を
供
給
し
て
ゐ
る
､
併
し
是
等
ビ

北
ハ
に
先
進
国
た
る
我
が
山国
の
腰
氏
･,〝･j此
の
地
方
に
移
植

第
7
壷

嬰

姦

悪

.射

出
苑

L
tJ_
て
開
拓
に
常
ら
し
め
る
こ
E
は
彼
我
の
嘩
殊
の
関
係

上
極
め
て
必
妻
な
摩
ビ
い
ふ
べ
き
で
あ
る
O
殊
に
満
蒙

は
膳
凍

7
千
番
石
以
上
の
米
を
塵
す
る
の
可
能
性
を
有

L
我
が
国
民
の
食
料
問
題
解
決
ビ
い
ふ
鮎
か
ら
見
て
も

政
の
戚
を
洗
-
せ
ざ
る
を
得
な
い
.
現
在
の
日
支
間
の

満
蒙
土
地
商
租
に
閥
す
る
催
項
は
除

-
に
抽
象
的
に
過

ぎ
有
名
無
賓
の
嫌
が
あ
る
か
ら
吾
人
は
之
を
∬
藤

化
し

て
欝
施
し
易
い
も
の
に
す

る
や
-
常
局
に
簸
患
す
る
ビ

共
に
我
が
観
民
が
地
撹
上
我
の
接
蟻
地
域
た
る
満
蒙
の

農
業
的
閑
静
の
問
題
に

叫
廟
を
省
き
ざ
ら
ん
こ
ビ
.<q･J切

望
す
る
次
弟
で
あ
る
｡


